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研究成果の概要： 

中央アフリカ森林帯の住民は、毎日平均 100-200g 程度の獣肉を消費している。野生獣肉は、

タンパク源として重要なだけでなく、文化的、社会的にも高い価値が置かれている。近年、伐

採活動等によって狩猟圧が従来の 4-5 倍に急増した地域があり、こうした地域では、稀少種を

含む野生動物の極端な減少が懸念される。しかし、住民にとって高い価値を有する獣肉の利用

を禁止することは住民の生活・文化を脅かすことになる。したがって、住民が持続的に動物資

源を使用できるシステムを確立することが急務であるが、そのためには森林資源に対する住民

の慣習的な権利を尊重し、住民自身が動物資源の保全的利用の担い手となるような仕組みが必

要である。 

 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 10,100,000 3,030,000 13,130,000 

2006 年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

2007 年度 7,800,000 2,340,000 10,140,000 

2008 年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

  年度  

総 計 34,700,000 10,410,000 45,110,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究 
キーワード：熱帯雨林；野生動物；タンパク源；社会・文化的背景；獣肉取引；持続的狩猟   

     
       
１．研究開始当初の背景 
熱帯アフリカにおける野生獣肉（ブッシュ

ミート）の消費量は膨大な量に達し、水産資
源の乏しい中央アフリカ内陸部では、約
3,000-4,000 万人が野生獣肉にタンパク源を
依存していると言われる。とくに近年では、
森林伐採や道路網の整備、消費経済の浸透等
によって獣肉の商業化が進み、獣肉に対する

需要が急増しており、このままでは大型類人
猿等の稀少動物種だけでなく、森林性哺乳類
全般の極端な減少をもたらすことが危惧さ
れている。アフリカでは各地でこのような状
況に対処するために、住民による狩猟活動が
厳しく制限されようとしている。熱帯雨林生
態系や生物多様性の保護は人類が共通して
取り組まなければならない問題であるが、こ
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こでも、そのようなグローバルな課題と地域
住民の関心の間に大きな亀裂が存在し、それ
が保護計画の推進者（現地政府、国際ＮＧＯ）
と地域住民の間の鋭い対立となってあらわ
れている。保護計画の推進者は、狩猟と獣肉
交易に替わる生活手段を与えることが自然
保護の実現にとって不可欠と力説してきた
が、代替のタンパク源や現金収入源を与える
計画が遅々として進まないのに対して、野生
獣肉への依存は高まる一方である。このまま
の勢いで獣肉取引が拡大すれば、いずれ野生
動物そのものが減少し、それに依存する地域
住民自身の生活が脅かされるのは明白であ
る。このような状況にありながら、この地域
の住民による獣肉利用の実態やその社会的、
文化的背景、利用における変化とその背景、
あるいは、狩猟に代わる野生動物の保全的利
用に関する情報が欠如していた。 
 
 
２．研究の目的 

本研究では、自然保護に対する従来の発想
を逆転させ、単に野生動物を保護するのでは
なく、野生動物の利用を通して地域住民の生
活を維持・向上させるとともに、地域の動物
相の保全的利用の体制を確立する道を検討
する。すなわち、自然保護のために野生獣肉
の利用を禁止するのではなく、住民にとって
の狩猟と野生獣肉の文化的、経済的な意義を
再認識し、その需要が近年急速に増加した経
済的、社会的・文化的背景を明らかにした上
で、野生獣肉の保全的利用を可能にするため
の条件を検討する。同時に、野生獣肉の利用
を、エコツーリズム等の他の利益還元型の自
然保護計画と対照させ、それらの計画におけ
る住民の生活・文化への配慮や自然保護に対
する役割、住民の主体的参加の可能性等につ
いて比較検討することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 

近年急速に野生獣肉（ブッシュミート）の
利用と商業化が進んでいるカメルーン等の
中央アフリカ地域を主たる調査対象に選び、
以下の点に関する現地調査を行うとともに、
ガボン、ギニア等において、エコツーリズム
等の野生動物の保全的利用に関する比較調
査を実施した。 
（１）地域社会における野生獣肉の利用の実
態とその意義と変化に関する調査 

カメルーン国東部州のブンバ－ベク国立
公園地区周辺において、獣肉利用の実態とそ
の文化的、社会的意義に関する現地調査を
行った。 
（２）野生獣肉取引の拡大の経緯とその社会、
経済的背景 

獣肉消費と交易活動に影響を及ぼしてい

る経済状況の変化を把握するための資料を
収集した。 
（３）持続的狩猟の社会的条件・地域社会の
民族・社会関係 
調査地域におけるコミュニティ・フォレス

トや共同狩猟区などの実施状況とそこにお
ける問題点についての情報を収集し、野生動
物資源をめぐる地域社会の多様な利害関係
についての問題点を整理した。 
（４）利益還元型で資源保全的な動物利用の
実態とその問題点 
ギニアやガボン等における野生動物観察

を対象にしたエコツーリズムや、カメルーン
北部におけるスポーツ・ハンティングとそれ
らの問題点について調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
（１）野生獣肉の重要性 
中央アフリカの熱帯雨林地域の住民は、主

として森林性有蹄類を対象とする狩猟をお
こない、農耕民では一人一日平均 100グラム、
狩猟採集民の場合は 100-200グラム程度の獣
肉を消費している。都市ではせいぜい数十グ
ラムほどの消費であるが、人口が多いので全
体としてみれば相当な量が消費されている
ことになる。 
獣肉は単なる「タンパク質」の供給源では

ない。獣肉に対する飢餓感は、通常の空腹と
は異なる特別な名称で呼ばれ、その分配・贈
答は社会関係の潤滑油として、人々の日常生
活における最大の関心事の一つとなってい
る。また、性別や従事する生計活動、人生に
おける位置などによって忌避すべき動物の
肉があり、結婚や葬送などの儀礼に際しても
欠くことができないなど、大きな社会的・文
化的負荷を帯びた食物である。さらに都市住
民の間では、獣肉は「故郷の食べもの」、「野
生の力」を与えるものとして、時には畜肉や
魚などよりも高い価値が与えられている。 
高い価値を有する獣肉は、地方住民にとっ

て手軽な現金収入源や、農業労働力を確保す
る手段となっている。また、最近では、西欧
諸国においても、アフリカ系住民の移動や食
文化のグローバル化等に伴って、年間何万ト
ンにも及ぶ野生獣肉がさまざまな方法で「輸
入」され消費されており、野生動物保護や保
健・衛生の面から問題視されている。 
近年の獣肉消費の増加の背景として、この

ような獣肉に対する人々の強い文化的嗜好
と経済的状況の変化があげられた。 
 
（２）近年における変化 
獣肉に対する強い嗜好が都市における需

要と、都市に向けての獣肉の搬出と交易を促
している。とくに、1990 年代に入って伐採活
動が拡大したカメルーンやコンゴ等では、道



 

 

路網の整備や消費経済の浸透などによって、
獣肉の交易が急速に盛んになった。カメルー
ン東部州での動物個体数や狩猟活動に関す
る実態調査では、伐採活動が始まると新しい
道路を伝って、人口数百人の村に 30－40 人
もの交易人が到来したことが観察された。活
発な交易活動によって、短期間のうちに、狩
猟に用いる罠の数は伐採以前の 4倍にも増加
し、捕獲量も 4倍近くに急増した。狩猟場の
外延的拡大によって狩猟効率は維持されて
いたものの、狩猟動物の生息密度調査からは、
持続的狩猟が可能な狩猟圧を大幅に越えて
いることが指摘された。また、カカオなどの
商品作物栽培が盛んな地域では、農業生産拡
大の鍵となる労働力を確保する手段として
獣肉が用いられていることが判明した。さら
にコンゴ民主共和国の事例からは、過剰な狩
猟圧のために野生動物が極端に減少する「森
林の空洞化現象（empty forest syndrome）」
が進んでいることが示された。 

これらの調査からは、地域住民による自給
的な狩猟のレベルでは持続性が保たれてい
たが、都市を含む広域の需要を満たすために
行われている近年の獣肉商業化は、野生動物
の減少を招き、獣肉に依存する地域住民自身
の生活を脅かすものとなるため、早急に商業
的狩猟に対する規制が必要であることが指
摘された。そして、狩猟と獣肉取引の規制に
あたっては、住民自身が動物資源管理の担い
手であり、受益者となるために、動物資源に
対する慣習的権利の確立が重要であること
が指摘された。こうした指摘を踏まえて、新
たな科研費プロジェクト「アフリカ熱帯林に
おける慣習的権利の確立と多民族共存に関
する研究」が構想され、実施されている。 
 
（３）利益還元型の野生動物利用 

西欧社会における「スポーツ」としての狩
猟は、もともと貴族や新興ブルジョワジーの
趣味であったが、最近になって、それを、自
然保護を支えるツール、すなわち自然保護に
要する経費の捻出と保護区周辺住民の貧困
削減のための方途として利用する試みがア
フリカ各地で実施されている。これは、住民
自身に狩猟を断念させ、その代わりに、自然
保護のための資金や、狩猟から得た収入の分
配や雇用機会を確保しようというものであ
る。しかし、カメルーン北部におけるスポー
ツ・ハンティングの実態調査から、これが、
住民の狩猟文化や獣肉の過小評価につなが
ること、このスキームによって利益を被るの
は一部の住民に過ぎないことなどの問題点
があることが研究協力者によって明らかに
された。 

一方、狩猟にかわる動物資源の非消費的利
用として、エコツーリズム等の計画がアフリ
カ各地で進んでいる。ギニアやガボンでは、

チンパンジーなどの野生動物の生態や行動
の観察を観光資源化する試みが行われてい
るが、東アフリカのように事業としての成功
をおさめてはいない。そうしたなかで野生動
物を保全利用するためには、まず、住民と動
物との間に良好な共存関係が必要であるこ
とが指摘された。 
 

（４）国際シンポジウム 
上記研究成果に関して、２件の国際シンポ

ジウムを開催した。 
① 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 Biological   
Conservation and Local Community's Needs: 
Lessons from Field Studies on  Nature- 
Dependent Societies（生物保護と地域社会
のニーズ：自然依存社会のフィールドワーク
から）」。カメルーン科学省、日本大使館、京
都大学の共催により、2009 年 2 月 7日に、カ
メルーン国首都のヤウンデにおいて開催し、
研究成果の現地還元と現地からのフィード
バックを行った。詳細は以下を参照。 
http://jambo.africa.kyoto-u.ac.jp/cgi-b
in/CameroonFS/wiki.cgi?page=%B8%A6%B5%E
6%B3%E8%C6%B0#p3 
②国際シンポジウム「Persisting Cultures 
and Contemporary Problems in the Congo 
Basin(コンゴ盆地森林居住民の文化と現代
的課題)。2010 年 3 月 13 日に京都大学稲盛財
団記念館において開催。詳細は、 
http://jambo.africa.kyoto-u.ac.jp/kirok
u/sympo_congo.html を参照。 
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